
 金融商品の時価等に関する事項
期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。
現金は注記を省略しており、預金、未収入金及び未払金（短期ＰＦＩ債務除く）は、短期間で
決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。

貸借対照表計上額
（＊１） 時価（＊１） 差額（＊１）

 投資有価証券及び有価証券
 満期保有目的の債券 2223418 1968006  255412
 売買保有目的の債券 1818756 1818756 
 その他有価証券 49250 49250 

 長期借入金 （31552490） （27910800）（ 3641689）
 ＰＦＩ債務（＊２） （9839143） （9265839）（ 573304）

（単位：千円）

 市場価格のない株式等は次のとおりです。

区 分 貸借対照表計上額

関係会社株式 60000

投資事業有限責任組合への出資 29422

（単位：千円）

 時価をもって貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債 （単位：千円）

時 価

レベル１ レベル２ レベル３ 合 計

 投資有価証券及び有価証
券
売買保有目的の債券 1245710 573046  1818756
その他有価証券 19448 29422 379 49250

 時価をもって貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債 （単位：千円）

時 価（＊１）

レベル１ レベル２ レベル３ 合 計

 投資有価証券及び有価証
券
満期保有目的の債券 1665990 302016  1968006
 大学改革支援・学位授与
機構債務負担金

 （）  （）

 長期借入金  （27910800）  （27910800）
 ＰＦＩ債務（＊２）  （9265839）  （9265839）

（＊１）負債に計上されているものは、（ ）で示しております。
（＊２）ＰＦＩ債務は、長期ＰＦＩ債務及び短期ＰＦＩ債務の合計額となります。

 重要な観察できないインプットに関する定量的情報

区 分 評価技法
重要な観察で
きないイン
プット

インプットの範囲 インプッ
トの平均

投資有価証券及び有価証券
その他有価証券 オプション

評価モデル
株式ボラティ
リティ

1293％4903％ 2638％
新株予約権
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（＊１）負債に計上されているものは、（ ）で示しております。
（＊２）ＰＦＩ債務は、長期ＰＦＩ債務及び短期ＰＦＩ債務の合計額となります。

なお、貸借対照表に計上されている長期未払金の主な内容はリース債務であり、企業会計
基準適用指針第19号金融商品の時価等の開示に関する適用指針（平成20年３月10日企業会計
基準委員会）第24項ただし書きにより、金融商品会計基準等の適用にあたり重要性が乏しい
と認め、時価の注記を省略しております。

 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の
３つのレベルに分類しております。
レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定

した時価
レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用い

て算定した時価
レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプッ
トがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類
しております。

（注１）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
 投資有価証券及び有価証券
上場投資信託、社債及び地方債の時価について、活発な市場で取引され、取引所の価格又
は取引金融機関から提示された価格を利用（以下相場価格）できるものは、その時価レベル
を１の時価に分類しております。
外貨建ての債権については、相場価格を用いたとしても市場が活発でないためレベル２の
時価に分類しております。
相場価格の入手できない新株予約権については、株式ボラティリティ等をもとに、オプショ
ン評価モデルにより算定しており、算定にあたり重要な観察できないインプットを用いてい
る場合には、レベル３の時価に分類しております。
 大学改革支援・学位授与機構債務負担金、並びに長期借入金
これらの時価については、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味
した利率をもとに、割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しておりま
す。
 ＰＦＩ債務
時価については、その大部分を元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを
加味した利率をもとに、割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類してお
ります。一部については、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額に近似することから、
帳簿価額をもって時価としております。

（注２）時価をもって貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債のうちレベル３の時価に関
する情報
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